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利便性向上に向け、以下の新規機能・機能改善が2024/6/30(日)にリリースされます。

機能改善・変更内容について（2024年6月30日リリース）

No 新規機能・機能改善 変更内容

1 GUI操作マニュアルのオンライン化
【新規機能】

サイバーポートのGUI操作マニュアルをオンライン化しました。
併せてGUIの各業務画面のリンクから該当する章へ遷移可能としたことで、操作マニュアルへのアク
セスの利便性を改善しました。

2 ・業務プロセス
・取引ダッシュボード
【新規機能】

各事業者様が帳票の送受信を通してサイバーポート上で行う業務を「業務プロセス」として定義する
機能を追加しました。業務プロセスを作成することで取引に作成すべき帳票および帳票を作成する組
織、受け取る組織を明示できるようになります。

また併せて追加された「取引のダッシュボード」機能にて業務プロセスの進捗状況が可視化されるよ
うになりました。

3 手動応答版 ターミナル問合せ機能
【機能改善】

ターミナル問合せに対し、サイバーポートのGUI機能の操作で応答可能となる「手動応答版 ターミナ
ル問合せ機能」を追加しました。これによりターミナル事業者様は、自社システムの改修（問合せへの
自動応答処理）を行わずとも「ターミナル問合せ機能」の導入が可能となります。

4 Excelフォーマットでの帳票出力機能
【機能改善（対象追加）】

帳票ファイル出力（Excelフォーマット）機能について、対象帳票を追加しました。
・UL040_船積依頼書
・UL270_輸入指図書

5 CSVカスタム機能
【機能改善（対象追加）】

CSVカスタム機能について、対象帳票（NACCS連携）を追加しました。
・VAN

6 NACCS連携機能の許可書等のダウ
ンロード機能
【機能改善（対象追加）】

NACCSの輸出入申告控え･許可通知等の帳票のダウンロード機能について、対象を追加しました。
・VAN

・VAE

7 その他のGUI改善
【機能改善、新規機能】

以下の通り軽微なGUI改善を実施します。
1. 取引コピー機能における引継ぎ情報の拡大

取引がコピーされた際、取引関係先に加えてコピー元取引のRW権限設定を引継ぐように改修。
2. IDAの商品欄のCSV入出力機能

IDAの画面において、CSV形式にて商品欄の入出力が可能となります。
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１．GUI操作マニュアルのオンライン化

• これまでのGUI操作マニュアルはpdfドキュメントで公開しており、ダウンロードしてご利用
いただいておりましたが、この度、GUI操作マニュアルをオンライン化しました。オンライン
マニュアルのリンクはログイン後の各種資料ページに掲載しています。

• 今回オンライン化したことにより、サイバーポート各機能の画面からマニュアルの該当す
る章を参照することができます。

1

各機能画面の「？」アイコンをクリック 別タブでマニュアルページを表示。
※当該機能の章



©2024 Cyber Port Administrator

２．「業務プロセス」機能の概要

⚫ サイバーポート上で行う業務を定義する「業務プロセス」の概要です。

詳細な機能説明は「GUI操作マニュアル」に記載しております。（7/1以降） 2

課題 対応

取引先がサイバーポートでどの帳票を受け付けて
いるか、また帳票の受付をもってどの業務を進める
ことができるか分からない。

☆「業務プロセス」機能を追加し左記の課題に対応しました。
業務プロセスとは、取引内で事業者同士が行う業務を定義する管理単位です。
業務プロセスの活用により以下が可能となります。

サイバーポートで実施する業務が明確になる
「業務プロセス」として、取り扱う帳票（複数可）、帳票の作成者と受領者、並びにこのプ
ロセスにより達成する業務内容を規定し、取引関係者間で明確化します。

業務で必要な帳票とその必須項目が定義できる
業務プロセスで取り扱う帳票に対してはそれぞれ必須項目が設定できます。未入力の
場合は帳票送信時にエラーとなるので、入力が不足した帳票の受領を回避できます。

取引毎の進捗が確認できる

業務プロセスは、未対応・処理中・完了（キャンセル）のステータスを管理しており、ほ
ぼリアルタイムでの進捗状況の確認が可能です。取引の一覧や取引ダッシュボードな
どで確認できます。

自社がサイバーポートで受付／作成可能（不可能）
な帳票を取引先に伝えたい。

自社が帳票を受け付ける際、入力必須とする項目
を規定したい。

取引内の業務進捗状況を確認することが難しい。

輸出 ブッキング

船積手続

コンテナ搬出入

B/L等

積荷情報

海上運賃

業務カテゴリ    ブッキング受付
業務プロセス名 ブッキング
取り扱う帳票    UL010 ブッキング依頼書
必須項目         荷送人、荷受人、積荷港・・・

役割                 帳票を受け取る
説明                 「ブッキングの依頼を受け付けます。

  依頼内容をもとにブッキングを手配
します。」

業務プロセス名 ブッキング
取り扱う帳票    UL010 ブッキング依頼書
必須項目         荷送人、荷受人、積荷港・・・
帳票作成組織    ABC物産（荷主）
帳票受取組織    XYZロジスティクス（海貨）
状態   処理中

業務カテゴリ（システム共通定義） 業務テンプレート（各組織で定義） 業務プロセス（取引ごとに各組織で定義）

システム共通として定義された
輸出入業務のカテゴリ

業務上の目的、対象帳票／必須項目、自組織の役割を
定義したもの。業務プロセス登録時の元情報となる。
各組織にて取引前に事前登録する。

業務テンプレートをもとに各取引で作成するプロセス情報。
作成者、受取者を具体化し、処理に応じて状態が更新される
ことで進捗状況が可視化される。

業務プロセスと元情報の関連イメージ
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２．「業務プロセス」機能の利用 Step１

⚫ Step１：業務カテゴリについて

⚫ 業務カテゴリは、サイバーポートで取り扱う港湾物流業務をグルーピングするマスタ
情報です。業務テンプレートおよびプロセスはこちらのカテゴリに紐づいて登録します。

詳細な機能説明は「GUI操作マニュアル」に記載しております。（7/1以降） 3

カテゴリ名 取り扱う帳票

ブッキング UL010：ブッキング依頼書
UL020：危険品ブッキング依頼書
UL050：船腹予約確認書

船積手続 UL030：危険物明細書
UL040：船積依頼書(S/I)

UL100：商業送り状（I/V）
UL110：仮送り状
UL120：パッキングリスト（P/L）
UL070：運送依頼書
UL190：バンニング作業依頼書
UL140：コンテナ内積付書（CLP）

コンテナ搬出入 UL060：空コンテナピックアップオーダー
UL080：機器受領書（EIR）
UL090：コンテナ貨物搬入票
UL360：納品書
UL440：コンテナ確定重量報告書

B/L等 UL130：ドックレシート（D/R）
UL150：船荷証券（B/L）
UL160：海上運送状（ウェイビル）
UL170：複合運送証券
UL240：B/L番号通知書

積荷情報 UL180：コンテナリスト
UL250：外航ブッキングリスト
UL260：内航ブッキングリスト
UL200：積荷目録

海上運賃 UL210：フレート情報
UL220：振込・振替明細帳票
UL230：振込完了通知書

カテゴリ名 取り扱う帳票

B/L等
UL150；船荷証券（B/L）
UL160；海上運送状（ウェイビル）
UL170；複合運送証券

積荷情報 UL180；コンテナリスト
UL250；外航ブッキングリスト
UL260；内航ブッキングリスト
UL200；積荷目録

到着通知等 UL290；到着通知（A/N）
UL300；荷渡指図書
UL310；荷渡指図書レス申込書
UL220；振込・振替明細帳票
UL230；振込完了通知書

荷捌手続 UL100；商業送り状（I/V）
UL110；仮送り状
UL120；パッキングリスト（P/L）
UL270；輸入指図書
UL280；輸入貨物荷捌依頼書
UL070；運送依頼書

コンテナ搬出入 UL080；機器受領書（EIR）
UL320；コンテナ貨物搬出票
UL330；CFS搬出票
UL340；貨物輸送送り状
UL350；コンテナ貨物受領書
UL360；納品書

業務カテゴリ（輸出） 業務カテゴリ（輸入）
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２．「業務プロセス」機能の利用 Step２

⚫ Step２：業務テンプレートの登録
⚫ 業務テンプレートは業務プロセスの雛形であり、事前準備として定義する情報です。
⚫ 取引毎に定義するのでなく、一度定義すればどの取引でも利用できます。

詳細な機能説明は「GUI操作マニュアル」に記載しております。（7/1以降） 4

任意のプロセス名と説明欄にて、
当該プロセスで実施する業務内容

について記載します。

入力必須項目はグループおよび単
項目単位で指定できます。

当該プロセスにて取り扱う帳票を
設定します。複数設定可。

選択された業務カテゴリです。

自組織の役割（送り手／
受け手）を選択します。
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２．「業務プロセス」機能の利用 Step３

⚫ Step３：業務プロセスの登録
⚫ 業務テンプレートを元に取引ごとに「業務プロセス」を作成します。
⚫ 取引で作成する帳票、作成者と受領者を規定します。

詳細な機能説明は「GUI操作マニュアル」に記載しております。（7/1以降） 5

プロセスは帳票の作成者が作成します。

取引参加組織が事前登録している業務テン
プレートを元に業務プロセスを作成します。

当該業務プロセスにおけ
る帳票の作成者、受領者

が決定します。
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２．「業務プロセス」機能の利用 Step４－１

⚫ Step４：業務プロセスの進捗確認（処理中）
⚫ 業務プロセス登録後、取引ダッシュボードや取引一覧にて進捗状況が参照できます。

詳細な機能説明は「GUI操作マニュアル」に記載しております。（7/1以降） 6

業務プロセスが追加されると、取引のダッ
シュボード画面に進捗が表示されます。

取引一覧にもプロセスの進捗が表示されます。

業務カテゴリごとのプロセス数
完了数／全体数 で表示

プロセスで規定された帳票と作
成状況が表示されます。

取引全体のプロセス数
完了数／全体数 で表示
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２．「業務プロセス」機能の利用 Step４－２

⚫ Step４：業務プロセスの進捗確認（完了）
⚫ 業務プロセスは帳票の送信を以て完了とすることができます。
⚫ プロセスの完了後、進捗状況の表示も更新されます。

詳細な機能説明は「GUI操作マニュアル」に記載しております。（7/1以降） 7

業務プロセスが完了すると、ダッシュボード
画面の進捗が更新されます。

取引一覧でも進捗が更新されます。
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問合せ元 Cyber Port 問合せ先ターミナル

３．手動応答版 ターミナル問合せ機能

料金自動計算
（ターミナル
システム内部）

問合せ Webhook通知
（帳票送信）

ターミナル問合せ

API

Web

ｻｰﾋﾞｽ

連携
処理

8

⚫ これまでのターミナル問合せ機能は、問合せ先となるターミナル様がシステムで自動応答
する仕組みにより即時応答を実現しておりました。

⚫ 今回新たに追加した「手動応答版」では、問合せ先ターミナル様もサイバーポートのGUI機
能から応答可能となります。
⇒連携処理においてターミナル様のシステム改修が不要で当機能の導入が可能となります。

取得

API

応答

応答待ち～
応答後自動
表示
※数十秒

問合せ元 Cyber Port 問合せ先ターミナル

問合せ メール通知

ターミナル問合せ

問合せ後は「回
答待ち」状態。回
答は一覧などか
ら後日確認する。

ターミナル問合せ

料金計算など

回答確認

料金や検査申し込み可否を回答
※問合せに不備等ある場合は
メッセージも返せる

問合せ一覧
↓

ターミナル問合せ

メール通知

★マークは連携におけるターミナルシステム側の改修ポイント。
• Webhook通知の受付
• 問合せ情報の取得（サイバーポートAPI呼び出し）
• 料金自動計算等の応答内容算出処理
• 問合せ情報の更新（サイバーポートAPI呼び出し）

上図の通りターミナルシステムの改修は原則不要となるため導入コスト
は非常に低くなる。
自動で応答できないため、担当者不在時（休日、夜間）の回答は不可。
また自動応答に比べると応答まで一定の時間は要する。

詳細な機能説明は「GUI操作マニュアル」に記載しております。（7/1以降）

ターミナル問合せ機能（既存：自動応答版） ターミナル問合せ機能（今回追加：手動応答版）
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４．Excelフォーマットでの帳票出力機能（対象追加）

⚫ サイバーポートにてExcelフォーマットで出力できる対象帳票が追加されます。

詳細な機能説明は「GUI操作マニュアル」に記載しております。（7/1以降）

出力するフォーマット名を選択し、
プレビューボタンをクリック

ブラウザの新規タブで帳票がプ
レビュー表示されます

Excel・PDF形式で帳票の保存・
印刷が可能です

右メニューから帳票テンプレー
トの新規作成を選択します

◆対象の帳票は以下です。※赤字が今回追加分です

◆標準フォーマットのほか、各社で事前登録したカスタマイズフォーマットも選択可能です。
GUI操作マニュアルおよび「帳票のExcelフォーマット作成ガイド」（利用者／管理者メニューの各種資料ページよりDL）を ご参照ください。

9

・UL040_船積依頼書
・UL070_運送依頼書
・UL100_商業送り状
・UL120_パッキングリスト

・UL090_コンテナ貨物搬入票
・UL270_輸入指図書
・UL490_ターミナル支払申込兼入金通知書
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５．CSVカスタム機能（対象追加）

• CSVカスタム機能の対象を追加しました。

– VAN ※NACCS連携帳票

概要

★Cyber Portの帳票csv入出力フォーマットを「各利用者がカスタマイズできる」機能です。
⇒各利用者が業務で利用するリスト（csv、Excelなど）の形式に合わせた帳票データの入力／出力が可能になります。

項目A,項目B, 項目D・・・ 項目A,項目B, 項目D・・・

項目A,項目C, 項目B・・・

X社

Y社

項目A,項目C,項目B・・・

親和性高

X社が船積依頼業務で利用しているリスト

Y社が船積依頼業務で利用しているリスト

S/Iのcsvフォーマット(Cyber Port)

例）S/I：船積依頼書 [X社向け]

[Y社向け]

入力

出力

入力

出力

利用者自身がcsvフォー
マットをカスタマイズ

＜カスタマイズ可能な要素＞
①入力／出力するファイルの形式
②入力／出力対象とする帳票項目の選択
③入力／出力ファイルの帳票項目の並び順

10

【参考】CSVカスタム機能の概要
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５．CSVカスタム機能（対象追加）

• 帳票単位に「CSVテンプレート」を作成 ※組織内で共有されます

①対象の帳票を選択します。
②ファイルの「形式」を選択します。

- 帳票項目を縦に並べるか、横に並べるか。
- 明細は縦に繰り返すか、横に並べる（繰返し数
固定）か。

①ファイルテンプレートの名称や、ヘッダー有無、
 文字コード日付やフラグ項目の出力形式を設定
 します。
②テンプレートに含める項目と並び順を設定します。
③作成中のテンプレートでサンプルファイルを作成
   する「プレビュー」機能を具備しています。

①

②

①

②

③

11

【参考】CSVカスタム機能の概要
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５．CSVカスタム機能（対象追加）

• 「CSVテンプレート」を活用した帳票編集画面からのCSVファイル入出力

取込むファイルを選択します。

取込みに利用するテンプレートを選択します。
※組織、システム標準のテンプレートが利用可能

取込みを行った結果、置き換えられる
項目はその前後差異を表示します。

OKボタンをクリックで、帳票画面に
貼り付けされます。

CSV取込の
アイコンをクリック

CSV出力の
アイコンをクリック

出力に利用するテンプレートを選択し、出力ボタンを
クリックするとファイルがダウンロードされます。
※組織、システム標準のテンプレートが利用可能

12

【参考】CSVカスタム機能の概要
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６．許可書等のダウンロード機能 対象出力情報（VAE、VAN）

• 下記（赤字）のとおり、許可書等ダウンロード機能の対象出力情報が追加されます。

• 対象業務コード：輸出申告事項登録（EDA）、輸出申告（EDC）、輸出貨物情報登録
（ECR）、ACL情報登録（ACL）、バンニング情報登録(輸出管理番号単位)（VAE） 、バン
ニング情報登録(コンテナ単位)（VAN）

業務コード 出力情報名 出力情報コード

EDA 輸出申告入力控情報(大額) SAE0LA2

EDA 輸出申告入力控情報(少額) SAE0SA2

EDA 積戻し申告入力控情報(大額) SAE0AA2

EDA 積戻し申告入力控情報(少額) SAE0BA2

EDA 特定輸出申告入力控情報(大額) SAE0EA2

EDA 特定輸出申告入力控情報(少額) SAE0FA2

EDA 展示等積戻し申告入力控情報(大額) SAE0GA2

EDA 展示等積戻し申告入力控情報(少額) SAE0HA2

EDC 輸出申告控情報(大額/簡易) SAE1LD2

EDC 輸出申告控情報(大額/書類) SAE2LD2

EDC 輸出申告控情報(大額/検査) SAE3LD2

EDC 輸出申告控情報(少額/簡易) SAE1SD2

EDC 輸出申告控情報(少額/書類) SAE2SD2

EDC 輸出申告控情報(少額/検査) SAE3SD2

EDC 輸出許可通知情報(大額/簡易) SAE1LF3

EDC 輸出許可通知情報(大額/書類･検査) SAE2LF3

EDC 輸出許可通知情報(少額/簡易) SAE1SF3

EDC 輸出許可通知情報(少額/書類･検査) SAE2SF3

業務コード 出力情報名 出力情報コード

ECR 輸出貨物登録情報 SAT0051

ECR 輸出貨物訂正情報 SAT0061

ECR 輸出貨物取消情報 SAT0071

ACL01 ACL情報(コンテナ船本情報)(仮登録) SAT1351

ACL01 ACL情報(記号番号情報)(仮登録) SAT1361

ACL01 ACL情報(品名情報)(仮登録) SAT1371

ACL01 ACL情報(コンテナ船本情報) SAT1401

ACL01 ACL情報(記号番号情報) SAT1411

ACL01 ACL情報(品名情報) SAT1421

ACL01 ACL変更情報(コンテナ船本情報) SAT1451

ACL01 ACL変更情報(記号番号情報) SAT1461

ACL01 ACL変更情報(品名情報) SAT1471

ACL01 ACL取消情報 SAT1501

VAE コンテナ通知情報 SAT0241

VAN コンテナ通知情報 SAT0241
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７．その他のGUI改善

1. 取引コピー機能における引継ぎ情報の拡大

• 取引のコピー機能にてコピー元取引からコピー先取引へ引き継ぐ情報を変更しました。
- コピー対象     ：取引名、取引関係先組織、帳票のRW権限（今回対象追加）
- コピー対象外 ：帳票、業務プロセス、タスク

2. IDAの商品欄のCSV入出力機能

• NACCS連携のIDAに関して「商品」の明細についてCSVで入出力できるようになりました。

• 入力数の多い明細情報をGUI画面から手入力することなく、外部ファイルの取り込みにて入力
することが可能となります。

• また、csv形式で出力することで、別システムへの取り込みなどの二次利用が可能となります。
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csv

csv

お手元のcsvファイルを取り込み

csvファイルを出力

明細の「上書き」か
「追加」を選択可能
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